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１.事業運営の概況  

建物の老朽化が進んだことや経営改善、事業の効率化の一環とし

て令和５年３月に鑑石園デイサービスセンターと統合し、新たに場所

を鑑石園２階内に移し定員 15 名にて事業を継続した。 

稼働率は、令和３年度 65.8％に対し、令和４年度は、59.7％で 6.1

ポイント減少し、目標 79％の達成はできなかった。 

 

２.事業計画実施状況  

（１）  堅実な事業運営  

① 稼働率の向上  

新型コロナウイルスの影響が続き、積極的な営業活動ができず、8 月

には特養にて新型コロナウイルスが蔓延したため、デイを中止し特養の

応援に入ったこともあり、思うような稼働率の向上ができなかった。 

② 機能訓練の充実  

機能訓練指導員の下、一人ひとりの身体状況に合わせた個別機能

訓練計画書を作成し、介護職員も協力して機能訓練を行った。 

   ③ 園芸による「農トレ」での介護予防  

さつまいもとさといもの植え付けから収穫を利用者と一緒に実施し、11

月には芋煮会、12 月には焼き芋大会を開催し利用者と収穫の喜びを

味わった。 

④ サービスの質の向上  

利用者、家族とのコミュニケーションの充実を図り、意見や要望には職

員内で情報の共有を図り、迅速に対応できるように努めた。 

⑤ 通所介護計画に沿ったサービスを行う 

利用者本人及び家族からの要望を汲みとり、 個別通所介護計画書

に沿ったサービスの提供に努めた。 

   ⑥ 職員が働きやすい環境作り 

どんな些細な事柄でも職員内で情報共有し、お互いの意見を尊重し

何でも言い合える職場環境作りに努めた。 

 



（２）  介護力の向上  

① ケアワーカーの質の向上  

職員資質の向上を図る為、特別養護老人ホームとの共催やミーティ

ング時に内部研修を実施した。 

内部研修実施状況は次の通り 

４月  接遇  １０月  緊急時の対応  

５月  ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護  １１月  認知症ケア 

６月  介護予防  １２月  リスクマネジメント 

７月  食中毒  1 月  人事考課  

8 月  新型コロナウイルス ２月  看取り 

9 月  防災訓練  ３月  高齢者虐待防止  

② ヒヤリハットの活用  

職員全員でヒヤリハットの積極的な提出を心掛け、分析を行い、ミーテ

ィングで話合い、重大事故防止に努めた。 

 

  （３）健康管理の徹底  

    利用者の健康状態に注意し異常時には、家族及び主治医と連携し 

迅速かつ最善の対応に努めた。 

 

（４）  地域との連携強化  

①  地域行事への参加  

コロナウイルス感染予防のため、今年度も引き続き、地域行事への 

参加は控えた。 

②  地域への積極的な情報発信  

パンフレットや広報紙を配布し、さらにホームページにて活動状

況報告を行い、地域に向けて情報を発信した。 

運営推進会議については、感染リスクに配慮して開催を中止し、 

地域の方や家族に書面で活動状況を報告した。 

 

（５）  危機管理意識の向上  

① 非常災害時対策について 

災害を想定した防災訓練を実施し、災害時対応の再確認を行い、防

災意識の向上に努めた。 



③  安全運転  

利用者及び職員のシートベルト着用徹底と確認を実施し、常に安全

運転を心掛けた。 

④  感染症に対する意識向上  

  職員に出勤時の健康チェックと記入を義務付け、利用者､家族にも協

力を仰ぎ、お迎えの際、本人の検温及び同居家族の体調を確認する

など感染症対策に努めた。また、定期的に内部研修をおこない、感染

症に対する意識向上に努めた。 

  

   

令和４年度年間行事  

月        開催行事         園  芸  

  4 月  花見外出 (ドライブ) さといも植え付け 

5 月  屋外歩行訓練 (バラ)、出前  さつまいも、ﾓﾛﾍｲﾔ植え付け 

6 月  屋外歩行訓練 (アジサイ)､出前   

7 月  出前  ﾓﾛﾍｲﾔ収穫  

8 月  かき氷   

9 月  出前   

10 月  お昼作り さつまいも､さといも収穫  

11 月  屋外歩行訓練 (須津川渓谷 ) 

芋煮会  

 

12 月  焼き芋､出前   

1 月  屋外歩行訓練 (初詣 )、出前   

2 月  お昼作り、出前   

3 月    

 


